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論文内容要旨
 副腎の形態や生理についての業績は多いが循環動態に注目したものはごぐ少数で,特に胎児・新
 生児副腎の血管構築に関する報告は億とんど認められない。胎児の副腎重量は体重比で成人の哩0
 ～20倍であるが,出生を境としてその大部分を占める胎児履(PZ)は生理的退縮に陥り量やが
 て成人型副腎へと改築されていぐ。この改造現象でみられる主な変化は実質細胞の解離壊死と出血
 であるが,変化は常にFZ内に限局し,永久旛(PZ)に及ぶことは決してない。このことから,
 現在なお十分な説明のなされていない改造現象の成因,機序には,副腎循環動態の関与が少なぐな
 いと考えられる。これには臆見・新生児における副腎実質内の微小血管構築を明らかにすることが
 重嬰であると考えナmicrOangiOgraphy'による検索を試みた。
 材料と方法15て例の胎児,新生児および乳児剖検例から採取した副腎で,微粒子造影剤注入超軟
 X線撮影によるmicrOangiOgraphと,その連続組織標本とを対比させ,月令別に比較検討す
 ることによって加令による変化を追及した。
 成績及び考按;胎児・新生児の副腎に至る動脈の分布は成人の場合と変らないが,実質内血管には
 明らか左加令変化が認められた。6ヵ月胎児の副腎実質は,被膜下細動脈ないし毛細血管網から分
 放して垂直に下行する大小無数の類洞によつて血液の供給を受けているが,PZ,FZともほぼ均
 一に密な6inU80idalnetWOrkを形成してお・り,X線だけで両層を区別するのは困難であ
 る。これは,この時鉛のPZが極めて未熟であり,その細胞柱間を走る'好銀線維も未発達で両層の
 分界も未分化であるためと考えられる。しかし胎令が進むに従い類洞群の一部は太さを増してFZ
 まで貫通し,スプレー状に分布する細類洞群とは弱らかに識別できるようになる。更に成長すると
 ともに,FZまで達するスプレー状細類洞(仮称)は少なぐな・り,貫通類洞(仮称)も分枝を減じて
 ∬ZはX線造影上択第に疎になってぐる。このような変化は成熟児になるとより明白になってくる。
 すなわち,スブソー状細類洞群はほとんどPZだけにみられるように浸り,FZには分枝を減じた
 貫通類洞しかみられなぐなるためX線像だけでも両層の識別が可能になる。以上の事実は組織学的
 検索によっても裏付けることができた。すなわち,その細胞柱間の好銀線維が良ぐ発達し,PZ-
 FZ境界部ではその細胞柱末端を包むように磁維が密に細分化して集合している。このため造影剤
 はPZ内に貯溜してFZ深部まで達せず,吏に注入圧を上げても細類洞が拡張し,境界層附近で一
 様に破綻を来たすだけでFZには決して入らない。これらの事実は,この境界層の類洞が循壌面で
 一種のjtmc七iOnの彼罰を果たしてレ・ることを示唆するものと云えよう。一方,輿通類洞は
 100～5GOμの間隔でこの旛を貢ぐが,FZでの分枝はほとんどなぐなり末端で網状類洞に移
 行する。これは成人の髄質固膚動脈に極めて類似した形態であるがコイル状にねじれ,ることがな
 ぐ,又,組織学的にも内弾性板を欠ぐ点などこの動脈とは異る。他方,機能的にも成人の髄質固有
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 動脈に近いものと考えられるが,新生児ではこの血管の密度に比べて髄質組織の量はあまりに少な
 い。恐らくこれは,髄質だけではな<,退縮に除して最後まで残存するFZ深部をも栄養するためのも
 のと考えられる。炭に乳児期になると,これらはコイル状にねじれながら,わずかに残存するFZ
 と次第に発達して来た髄質組織を栄養するように変り,組織学的にも内弾性板を有する明らかな髄
 質固有動脈となる。しかしその数を新生児の貫通類洞に比較すると,密度は同程度であるが副腎全
 体が著しぐ萎縮したことを考慮に入れると非常に少なぐなっていると云える。悲らぐ,退縮に伴う
 PZの内方伸展とともに,機能適応によって貫通類洞の一部が発達して髄質固有動脈に成長分化し
 たものと考えられる。猶,乳児期になるとPZ,とりわけその末端での好銀線維の発達はいっそう
 著明になり,大部分のスプレー状細類洞はここで止まっている。つまりこの部は成人の場合の皮髄
 境界層に相当し,新生児の場合と同様,循環面でのjunc七iOnの役割を果たしているものであろ
 う。静脈系は胎生6ヵ月から成熟児までほとんど共通の所見を示している。すなわち,総ての類洞
 は樹枝状静脈系から更に中心静脈へと注いでかり,被膜へ向う静脈系は全ぐ認められなかった。し
 かし成熟児期では,中心静脈から逆行性に注入した造影劃力切z類洞を上行しても決してpz内に
 入ることはなぐ,明瞭な境界線を描いてPZ-FZ境界部に停滞した。この事実は,先の境界層
 juncもion説を裏付ける更に有力な根拠と云えよう。以上のような血管構築を示す副腎に何らか
 の誘因で循環血量の急激な変動が起これば,循理面で最も不利なFZ中間部にその影響が強ぐ現わ
 れ,,乏血,anOxiaによる実質細胞の変性から吏には出血を招来するであろう。一般に新生児で
 は,出生直後から数時間の間に甚しい血圧の動揺を示すと潰われている。この血圧の変動や新生児
 で日常みられる末梢循盤不全の状態が.この乏血に弱い葺zに直接影響を及ぼすことは容易に想像
 されるところである。故に今回明らかにした血管構築の特異性と出生後の血圧の変動は,新生児副
 腎の改造現象の発生機序に・対して重要な示唆を与えるものと云えよう。
 結論;皿iCrOangiOgraPhyにより胎児副腎の実質内微小血管構築を検索し次の結論を得た。
 11)FZの血管床は総て脆弱な類洞だけからなっている。121成長とともにPZ内,特にFZとの境界
 部に好銀線維が発達し,FZへの血流を減ずるように働ぐjunc厭onが形成される。糊成長とと
 もに貫通類洞の分枝は減少する。(4にの結果FZは循瑳面からみて最遠位に位置するようになる。
 ⑤このような血管構築の特異性は,出血を主変化とする新生児副腎の改造現象の成因,機序に対し
 て重要な示唆を与えるものである。
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 審査結果の墨旨
 副腎の形態や生理についての業績は多ハが,その循環動態に注目したものは極めて少なく,とく
 に胎児・新生児副腎の血管構築に関する報告はほとんど見当らない。胎児の副腎重量は体重比で成
 人の10～20倍あるが,出生を境として副腎の大部分を占める胎児層は生理的退縮に陥りゃがて
 成人型鼠」腎へと改築されて行ぐが,この改造現象の成因や機序を解明するために,副腎実質内の微
 小血管構築が意義があるのではないかという推定のもとに,副腎血管構築をmicroangngra-
 Phyによって検索しπoその結果
 1)胎児層の血管床は総て脆弱を類洞だけからなっている。
 2)胎児の発育とともに,永久層内,とぐに胎児唇との境界部に好銀線維が発達し,胎児屡への血
 流を頗ずるように{動くコunct;iOnが形成される0
 5ナ胎児発育とともに貫通類洞(佐藤)の分枝は極少する。
 4)以上の変化により,胎児麟は循環面からみて最遠位に位置するようになる。
 5)このような血管構築の特異性は,出血を主変化とする新生児副腎の改造現象の旗国および機序
 に対して重要な意義を有することが考えられる。
 以上,新生児副腎の改造現象の成因および機序に新しい見解を提出した論文であり,学位授与に
 価す'るものと牛b定した。
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